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Ⅰはじめに  

2018年、第１弾として理学療法士がおかれている職場環境・就業環境の実態を把握する

ため理学療法部門管理者を対象としたアンケート調査を行い報告した。今回は職場環境や

待遇、学術・教育面、仕事に対する満足度などの実情を把握すること、そして理学療法士

の処遇や職場環境の改善に働きかけるための資料とするために北海道理学療法士会会員全

体に調査を実施したため、結果と考察を報告する。 

Ⅱ調査概要  

1)調査対象  

職場に属している北海道理学療法士会全ての会員（北海道理学療法士会（以下士会）会員） 

2)調査期間  

2019年6月10日から8月31日まで 

3)調査実施方法  

調査開始前、URLとQRコードが書かれたアンケート依頼のはがきを郵送し、アンケート調査

を依頼した。また、士会のホームページや施設管理者ネットワークのメール、メルマガで

調査依頼をした。調査はWEB上での回答で約10分程度の調査とした。  

4)回答数  

回答数は士会に登録している在職中理学療法士5314人中1000人で回収率18.8％であった。  

5)質問項目の構成  

○一般情報： 

性別、年齢、結婚・子供の有無、職制上の地位、勤務形態、施設区分 

○待遇・職場環境について： 

 残業時間・働き方改革後の変化、残業・給与・有給休暇の現状についての会員の感じ方、 

転職状況（職場変更の回数、転職した理由）、 

○学術・教育・協会や都道府県理学療法士会活動： 

実習の受け入れと今後について、士会活動への興味 

○仕事に対する働きやすさ・満足度について： 

 やりがい、働きやすさ（現在、妊娠中、出産後）、給与などの満足度 

 転職の希望、理学療法士の必要数、ライフワークバランスについて 
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Ⅲ結果（全体） 

ⅰ一般情報：性別、年齢、結婚・子供の有無、職制上の地位、勤務形態、施設区分 

1)性別 

男性 753 名（75.3％）、女性 

247 名（24.7％）であり男性 

の回答が多かった。 

 

 

 

 

 

 

2)年齢 

46 歳以上の回答数は少なく、 

45 歳以下は同等数の回答が得られ 

ていた。平均年齢は 35.4±9.4 歳 

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

3)既婚・未婚 

既婚は 608 名（60.8％）、 

未婚は 392 名（39.2％）であった。 
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4)子供の有無 

子供がいない者は 511 名（51.1％）、 

子供がいる者（同居している・同居 

していない）は 489 名（48.9％） 

であった。 

 

 

 

 

5)勤務形態 

常勤（期限の定めなし）が 973 名 

（97.3％）と大半を占めていた。 

常勤（期限の定めあり）22 名 

（2.2％）、非常勤 5名（0.5％） 

と、非常勤の勤務は少なかった。 

 

 

 

6)理学療法士の職制上の地位 

一般職が 568 名（56.8％）と半数 

を占め、科長・課長管理職や主任 

級はそれぞれ 15％前後の回答が 

あった。課長補佐級は 78名(7.8％) 

であった。その他 36 名（3.6％） 

の中には、部長・副部長・施設長・ 

事務職などの回答があった。 

 

7)勤務先の分類 

医療施設 794 名 

（79.4％）と大半を 

占めていた。 

 

 

 

 

 

医療施設・事業所：病院、診療所、デイケア、訪問看護ステー
ション、鍼灸あんまマッサージ治療院

794 79.4%

介護保険施設：介護老人福祉施設（特養）、介護老人保健施
設、療養型病床施設、介護保険事業所（居宅介護支援事業
所、地域包括支援センター、デイサービスセンター）

130 13.0%

教育関連：PT養成校・教育機関（専門学校、大学、大学院等） 34 3.4%

その他：その他の企業 15 1.5%

老人福祉施設：養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費
老人ホーム（ケアハウス）、有料老人ホーム

8 0.8%

児童福祉施設 7 0.7%

行政機関：道庁、市町村役場 5 0.5%

自営業 3 0.3%

教育関連：特別支援学校・学級 2 0.2%

行政：保健福祉施設（保健所・保健センター、更生相談所、児
童相談所、精神保健福祉センター）

2 0.2%
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ⅱ待遇・職場環境について 

1)2019 年 5 月の１ヵ月間の残業時間 

残業時間が 0時間という回答 

（205 名、20.5％）がある一方、 

80 時間以上の回答が 11名 

（1.1％）であった。 

0 時間と 1～20 時間未満の 

回答者を合わせると約 80％程度 

を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

2)働き方改革後の残業時間の変化 

2019 年 4月以降の残業時間は、 

何も変わりない 767 名（76.7％） 

と、業務や就業規則の変更等で 

残業時間に変化がない 78名 

（7.8％）を合わせて 84.5％と 

大きな変化がない者が大半を占め 

ていた。 

残業時間が少なくなったと回答 

した者は 111 名（11.1％）で 

あった。 

 

3)残業に対する手当 

100％支給が 456 名（45.6％） 

いる反面、まったく支給されない 

と回答した者が 202 名（20.2％） 

であった。 
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4) 給与・残業・有給などの待遇面は仕事内容に対して適切か 

【給与】 

給与が安いと感じている者（とても 

安い・やや安い）が 591 名（59.1％）と 

半数以上を占めていた。 

 

 

 

 

【残業時間】 

残業時間は適切であるが 495 名 

（49.5％）と約半数を占めていた。 

長いと感じている者（とても長い・やや 

長い）は 376 名（37.6％）であった。 

項目の代表値をとり平均残業時間を出した 

ところ、適切であるが 6.18 時間、 

長いが 19.39 時間、短いが 2.66 時間で 

あった。 

※次貢補足を参照 

 

【残業に対する手当】 

残業手当が適切である 516 名（51.6％）、 

少ないと感じている者（とても少ない・ 

やや少ない）が 465 名（46.5％）ともに 

半数ずつであった。 

 

 

 

【有給休暇】 

有給休暇は取りやすい(とても取りやすい 

・やや取りやすい）と感じている者は 

548 名と半数を超えていた。 
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補足）残業時間が長い・適切である・短いと回答した者の残業時間ごとの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残業時間が長いと感じている者は、適切であるや短いと回答した者に比べ、月 25 時間以上

の回答も多くみられた。 
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5) 学位や称号、学歴による働きやすさの関係 

関係ないと思う 671 名 

（67.1％）、どちらでもない 

225 名（22.5％）、関係あると 

思う 104 名（10.4％）であった。 

 

 

 

 

 

 

6) 理学療法士免許取得から現在までの年数  

免許取得から 10～15 年目の 

者が 232 名（23.2％）とやや多く、 

他の分類では 12～17％の割合で 

回答が得られていた。 

 

 

 

 

 

 

7） 産休・育休などの休職年数 

休職期間のあった 97 名において、 

1 年間の休職が最も多く 40 名で 

あった。最長は 13年間で 1～13 

年の開きがみられた。 
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8) 転職状況について（現在の職場が何か所目か） 

初めての職場が 505 名（50.5％） 

であり、約半数の回答であった。 

４か所目以上と回答した者は 

104 名（10％）であった。 

 

 

 

 

 

 

9) 職場を変更した主な理由（最大 3つまで回答可、複数回答 903 回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の回答】  

人事異動（法人内・出向）があるため、ヘッドハンティング、地元で働きたいため、家族

との時間を合わせたいなど家庭のため、ブラック企業・パワハラなど職場への不満のため 

 

10)現在の職場にした１番の理由 （初めての職場を除く 495 名回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の回答】 

人事異動、紹介など誘いがあったため、公務員になれるため 
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ⅲ学術・教育・協会や都道府県理学療法士会活動（北海道理学療法士会活動） 

1) 実習生の受け入れ状況 

受け入れている 780 名 

（78％）、受け入れていない 

175 名（17.5％）であった。 

 

 

 

 

 

 

2) 理学療法士養成校の実習の今後の受け入れについて 

今のままが良いと回答した者は 

578 名（57.8％）で半数を超えて 

いた。増やしても良い・減らして 

も良いと回答した者は 18％程度 

で同等の回答数であった。 

 

 

 

 

 

3) 理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則の一部改正に伴う実習に対する考え 

【実習指導者研修会の参加意欲】 

参加意欲があると回答した 

者は 515 名（51.5％）と半数を 

超えていた。参加意欲なし、 

勤務上参加困難の二つを合わせた 

224 名の約 22％の者が、実習 

指導者研修会に意欲的ではない 

回答が得られた。 
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【規則一部改正に伴う実習の受け入れ】 

規則一部改正に伴う実習の 

受け入れに関しては、以前同様 

受け入れるが 459 名（45.9％） 

と半数以下の結果であった。 

 

 

 

 

 

 

4) 士会の活動への参加経験について 

参加したことがない者が 

532 名（53.2％）と約半数を 

占めていた。何かしらの活動に 

参加経験がある者は 46.8％ 

いた。 

 

 

 

 

 

 

5) 「参加したことがない」方の今後の活動への参加意欲について（回答数 532 名） 

所属とまではいかないが、依頼が 

あれば参加したい 125 名（23％）、 

役員・部員として所属し参加 

したい 26名と 151 名の方が 

活動参加意欲があった。 
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ⅳ仕事に対する働きやすさ・満足度について 

1) 理学療法士はやりがいがあるか 

やりがいのある職業と思っている 

者（そう思う・ややそう思う）が 

896 名で約 9割を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

 

2) 給料は他職種・業種と比較して恵まれているか 

給料に関しては、他職種や 

他業種と比較し恵まれていない 

と感じている者（ややそう 

思わない・そう思わない）が 

571 名と半数を超えていた。 

 

 

 

 

 

 

3) 理学療法士を一生続けたいか 

一生続けたいと思う者（そう 

思う・ややそう思う）が 569 

名と半数を超えていたが、 

どちらともいえない 289 名、 

思わない者（そう思わない・ 

ややそう思わない）が 142 名 

という結果であった。 
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4) 男性と女性で昇級や昇格に差があるか 

 男女の差は感じない者 

（そう思わない・ややそう 

思わない）が 589 名と半数 

以上を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

 

5) 男女の差があると感じた方に質問。男性と女性のどちらが不利か 

男女の差があると感じた 161 名の 

うち、女性が不利と回答した者 

が 137 名（84％）と 8割以上を 

占めていた。 

 

 

 

 

 

 

6) 現在の働き方に満足しているか 

満足している 330 名（33％）、 

どちらでもない 416 名（41.6％ 

）、満足していない 254 名 

（25.4％）であった。 
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7) 現在の職場は働きやすい職場であるか 

働きやすいと感じている者 

（そう思う・ややそう思う） 

は 646 名と 6割を超えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8) 現在の職場は結婚後も働きやすい職場であるか 

結婚後も働きやすい（そう思う 

・ややそう思う）と感じて 

いる者は 680 名と 6割を超え 

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

9) 現在の職場は妊娠中も働きやすい職場であるか 

妊娠中も働きやすいと感じて 

いる者（そう思う・ややそう 

思う）は 564 名と半数を超え 

ていた。 
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10) 現在の職場は出産後も働きやすい職場であるか 

出産後も働きやすいと感じて 

いる者（そう思う・ややそう 

思う）は 607 名と 6割を超えて 

いた。 

 

 

 

 

 

 

11) 近い将来、現在の職場を移りたいか 

職場を変更したいと考えてい 

る者が 374 名（37.4％）いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12) 現在の職場を移りたい理由  

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の回答】 

通勤時間が長い、多忙で身体的な負担が大きい、職場に将来性がない・いい加減である・

上司のパワハラなど職場に対する不満が記載されていた。 
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13) 理学療法士の必要数（患者や利用者、必要な業務量に見合った）・充足率 

十分満たされていると回答 

した者が 278 名（27.8％）で 

あり、他７割程度の者は必要 

数を満たしていないと感じて 

いることがわかった。 

 

 

 

 

 

14) ライフワークバランス（仕事と余暇のあり方）についての考え 

仕事と余暇のバランスを保ちながら 

生活をしている者（仕事にも余暇 

にも同じくらい力を入れる・余暇 

も時には楽しむが仕事の方に力を 

注ぐ）は、751 名と 7割を超えて 

いた。仕事に全力を傾けている者 

は、31 名であった。 
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Ⅳ結果（全体）の考察 

 今回のアンケート調査は、待遇・職場環境の実態、「働きやすさ」「満足度」など理学療

法士として就労している事をどう考え、どのように受け止めているか等を聴取することを

目的に会員全体に対して調査を実施した。 

 回答が得られた 1000 名の属性は、男女比が 3：1、年齢は平均年齢が 35.4±9.4 歳、25

歳以下・26～30 歳、31～35 歳、36～40 歳、41～45 歳までは約 17％前後の回答があり同等

数の回答が得られていた。結婚率は約 60％であった。 

 勤務先の分類は、医療施設に所属している者が約 80％、介護保険施設が約 13％、PT養成

校などの教育関連が約 3％の順であった。職制上の地位では、一般職が約 57％と多く、科・

課長などの管理職、主任などの非管理職はともに約 15％前後の回答があった。 

 現在、理学療法士は全国的に若い世代が増えているが、今回のアンケート調査は経験年

数 1～3年目程度の若い理学療法士の回答数は伸びず、平均年齢も 35.4 歳とやや高い結果

であったため、結婚率が高い・管理職と非管理職の回答数が約 30％前後得られている結果

であったと考える。今回のアンケート調査は 18.1％の回収率ではあるが、どのような問題・

課題があるのか、現状把握を含め考察していきたい。 

 残業時間は、月 0時間が約 20％、1～20 時間以内が約 60％の合わせた約 80％の者は、１

時間/日以下の残業時間と言える。また、働き方改革による影響は大きくなく、各病院・施

設での業務・就業規則の変更等が行われ、残業時間が増えたものは少なかった。残業時間

は適切であるかの質問に対して、「適切である」と 49.5％と約半数の回答が得られているこ

とから、残業時間の実態と実感は合致していると思われる。しかし、労働基準法の上限を

こえる「45 時間以上」の残業時間や、残業手当が「まったく支給されない」という回答が

一定割合あり、勤務体系が労働基準法でいう管理監督者にあたるのか、年俸制や業務裁量

性にあたるのか等の確認が必要と考える。 

待遇面については、残業手当において実感と実働が伴っていない（仮に回答者全体とし

ては少ない残業時間であっても負担感は大きい）回答者の割合が一定数あると考えられる。 

 職場を変更した理由、職場を移りたい理由としては、いずれも「スキルアップ」「希望す

る分野」「違う分野の仕事をしたかったため」等ポジティブな理由が多かった。一方で「人

間関係」「給与が低い」「精神的ストレスが大きい」等ネガティブな理由もあり、職場変更

の意向の前に職場についてどう考えているのか等管理者と一般従事者との間で面談等の相

互のコミュニケーションを図っていく必要があると考える。 

有給休暇は取りやすいと半数以上の者が実感していた。昨年実施した職場環境調査の結

果からは、有給消化率6割以上の施設は全体の17％程度であり、休暇がとりにくい傾向がみ

られた。取得率ではなく希望の際に取得できる”取りやすさ“があり、職場の協力体制が

整っている・職場自体の理解があることが示唆された。今後もライフステージに合わせた

職場の体制づくりが必要と思われる。 
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実習指導については、今後指定規則の変更により、指定する研修会を受講しなくてはな

らなくなるが、「参加意欲あり」が「参加意欲なし」「勤務上、参加困難」を大きく上回っ

ており、また実習生の受け入れについても「以前同様受け入れる」と約半数が回答してお

り、受講を希望する理学療法士を増やすというよりは、受講を希望する理学療法士がすべ

て受講できるように研修会の体制を構築することが重要と考える。 

士会の活動については、多くの割合で参加の意欲がある回答があり、理学療法士会とし

て意欲のある会員をできるだけ参画できるような体制の構築が望まれる。 

 仕事に対する働きやすさ・やりがいについては、半数以上が「そう思う」「ややそう思う」

と回答しており、職場風土の醸成や今後理学療法士を目指す養成校の学生や高校生等へ理

学療法（士）の魅力を発信・啓発できる要素となると考える。働き方の満足度は 3 割と低

く、各個人によって何を重視するかは差が大きいため、スタッフ同士や管理職とのコミュ

ニケーションがとれる環境があることや雰囲気の良い職場づくりが重要であると考える。 

 昇給や昇格による性差については、半数以上が「そう思わない」「ややそう思わない」と

回答する一方で、性差を感じる多くが「女性が不利」と感じていることについては、理由

を掘り下げていく必要があると考える。 

 結婚後、妊娠中、出産後の働きやすさについては、半数以下ではあるが「そう思わない」

「やや思わない」との回答があり、業務内容等職場環境で改善の余地について各職場で検

討していく必要があると考える。 

 それぞれの職場において、会員それぞれのライフステージに合わせた働き方ができるよ

う管理者とのコミュニケーションをとっていくことが重要だと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

Ⅴその他 理学療法士のやりがい・満足度・働きやすさについての結果 

 現在、若手理学療法士の人数が増え、理学療法の質の低下が懸念されている。質の低下

により、患者や利用者の満足度の低下が考えられるが、士会会員自体の就労の満足度や働

きやすさ等を把握し、働く理学療法士のモチベーションを向上させることも必要と考える。 

そこで今回のアンケート調査の内容から、現在働いている理学療法士が現職に対してど

のような想いを抱いているか、やりがい・給料・一生続けるか・満足度・働きやすさ・転

職に対する意識の計 6項目について、性別・年齢・地位・既婚未婚・職域別に分析を行っ

た。 

 

1)やりがいについて 

男女・既婚未婚別は大きな変わりがない傾向であった。職制上の地位別では、一般職の

39.3％でやりがいがないと感じており、他と比べると多かった。また、年齢別からは 26～

30 歳でやりがいがないと感じているのが多く、年齢が高くなるにつれてやりがいを感じて

いる傾向がみられた。職域別では介護保険領域はやりがいがある者が 67.7％おり、他の分

野に比べるとやりがいがある傾向を示した。 
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2)給料について 

男女・既婚未婚・職制上の地位別では大きな差を認めなかった。年齢別では 26～30 歳は給

料が良いと回答した者が 30％程度であり、年齢が高くなるにつれて給料が良いと感じてい

る傾向がみえた。職域別では大きな変わりはないが、教育関連・医療施設・介護保険施設

の順に給料が良いと感じている傾向があった。 
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3)理学療法士を一生続けるか 

年齢が高い、役職者であるほど一生続けると回答した者が多い傾向があった。 
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4)現在の仕事に満足しているか 

男女・職域別では大きな変わりはなかった。年齢別では 26～35 歳は満足していると回答し

た者が少ない傾向を示した。また、未婚の者・一般職の者が満足していると回答した者が

少なく、満足感が得られていないようである。職域別では、介護保険領域で 38.5％の者が

満足していると回答していた。 
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5)働きやすさ 

男女・既婚未婚別では変わりない結果であった。年齢別では 31～35 歳と 60 歳以上の者が

働きやすいと回答した者が少なかった。地位別は一般職や非管理職である主任級はやや働

きにくいと答えている。職域別は介護保険施設の者が 68.5％で働きやすいと回答している。 
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6)働きやすさ～結婚後・妊娠中・出産後について～ 

結婚後・妊娠中・出産後での働きやすさの主観は、医療施設と介護保険施設において大き

な変わりはなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7)働きやすさ～男女別～ 

働きやすいと回答した男性・女性では大きな差はみられなかった。働きにくいと回答した

女性は妊娠中、男性は出産後で働きにくいと感じていた。 
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8)働きやすさ～結婚後・妊娠中・出産後の男女別比較～ 

結婚後・妊娠中・出産後全てにおいて、女性が働きにくいと感じていた。 
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9)転職に対する意識 

男女別では男性よりも女性のほうが職場を変更したいと回答した割合が高かった。既婚未

婚別では職場変更したいと考えているのは未婚者が多く、未婚者のうち約 50％が職場を変

更したいと回答した。年齢別では 30 歳以下で職場の変更を考えている者が多く、職場を変

更したい者の平均年齢は 32.7±8.7 歳（最小値 21、最大値 59）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場を変更したいと答えた方の理由上位３つの傾向を示す。 

 

 

 

 

項目によって回答している属性が変わり、スキルアップを望んでいるのは男性が多く年齢

が低い傾向にある。また、違う分野での仕事を考えているのは、平均年齢 33.8 歳と経験年

数 10年前後のキャリアを積んだ理学療法士が多かった。 
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Ⅵ 理学療法士のやりがい・満足度・働きやすさについての考察 

 年齢が 26～35 歳前後の一般職に関して、計 6項目でネガティブな回答が散見された。そ

れに反して、年齢が高く役職者である者は「やりがいがある」「給料が高い」「一生続けた

い」という結果が得られていた。前回実施した管理者に対する職場環境調査の結果からも、

年齢が上がるにつれて給料は増えていたことから、一致する内容であった。 

 現在、理学療法士数が増加し経験年数の低い管理職が増加傾向にあるが、26～35 歳前後

では一般職・非管理職の主任職に就いている者が多く、現場での活躍が期待されるときで

ある。この中堅層に対し管理職が面談を行う等的確なコミュニケーションを図り、モチベ

ーション維持向上のための対策が必要と思われる。 

働きやすさは、男性よりも女性の方が働きにくいと感じ、結婚後・妊娠中・出産後全て

において同様の傾向がみられていた。妊娠・出産において身体や体調、病院受診など環境

の変化が大きいのは女性であり、不安なく妊娠・出産が可能となるよう職場環境や業務内

容の配慮が必要と思われた。また、士会活動としても情報提供等での支援が必要と思われ

た。 

 転職については、「女性」「未婚」「25歳以下～30歳」「初めての職場」で職場を変更した

い割合が高くなった。Ⅳ全体の考察にも記したとおり、管理者は特に前述したスタッフに

対し面談等でコミュニケーションを図っていく必要があると考える。 

 


